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小学校へ入学した子どもが、保育所、幼稚園、認定こども園などの遊びや生活を通した学びと

育ちを基礎として、主体的に自己を発揮し、新しい学校生活を創り出していくための１学年入学

当初のカリキュラムです。本市では、実施期間を４月～５月としています。

入学したばかりの１年生が「明日も学校に来たいな」と思えるように配慮しながらカリキュラ

ムを編成し、幼児期の教育から小学校教育への円滑な接続を目指します。

スタートカリキュラムを実施することで、子どもの思いに応えることができます。

幼児期に親しんだ活動や学びやすい環境づくりをすることで、子どもは安

心して小学校生活をスタートすることができます。

幼児期の経験を小学校の学習につなぐと、子どもは自信や意欲をもって活

動し自己発揮できるようになり、その姿を認められることで、よりよく成

長していきます。

子ども主体の学習活動を大切にしたスタートカリキュラムを実施すること

で、子どもは、自分で考え、判断し、行動することを繰り返し、自立に向

けて歩んでいきます。それは、小学校６年間の土台となります。

第４章 スタートカリキュラムについて

１ スタートカリキュラムとは

遊びや生活を通して総合的に学んでいく幼児期の教育課程と、各教科等の学習内容を

系統的に学ぶ等の児童期の教育課程は、内容や進め方が大きく異なる。そこで、入学当

初は、幼児期の生活に近い活動と児童期の学び方を織り交ぜながら、幼児期の豊かな学

びと育ちを踏まえて、児童が主体的に自己を発揮できるようにする場面を意図的につく

ることが求められる。それがスタートカリキュラムであり、幼児期の教育と小学校教育

を円滑に接続する重要な役割を担っている。

（平成２９年６月 小学校学習指導要領解説 生活編より）

また、平成２９年３月改訂の小学校学習指導要領の総則や生活科及び他の教科に以下

のことが明記されています。

① 幼稚園教育要領等に示す「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえた指導

を工夫すること

② 特に、小学校入学当初においては、生活科を中心に、合科的・関連的な指導や弾力

的な時間割の設定など、指導の工夫や指導計画の作成を行うこと

２ スタートカリキュラムのねらい

成長

安心

自立
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（１）スタートカリキュラム編成のための組織をつくり、計画を立てます。

（２）保幼小の交流・連携や連絡会等から、入学予定児の育ちやこれまでの経験を把握します。

（３）保育参観の機会をもち、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を、具体的な子どもの姿と

して、理解します。

（４）目指す子どもの姿を具体的にテーマとして示します。

（５）目指す子どもの姿に迫れるよう、指導の見通しをもちます。

（６）学校行事や学年行事などを時間割に組み込みます。

（７）テーマに迫るため、生活科を中心として合科的・関連的な指導による各教科等の単元配列を

工夫します。

※ スタートカリキュラムの例として、全体を見渡せる「一覧表」と、具体的な内容等を入れ込ん

だ「週案」（時間割）をP２６～P２８に掲載しています。特に、週案については、学校の既存

のものを生かしながら、作成してみてください。

各小学校において、スタートカリキュラムを編成・作成する際にポイントとなる点を、以下の

とおり示しました。

（１）時間割の工夫

幼児期の教育では、朝、登園してから降園するまでの生活が充実したものになるように環

境を構成し、時間を活動や幼児の興味・関心に応じて配分しています。

小学校では、４５分の教科中心の授業の間に休み時間があるという生活なので、子どもの

戸惑いに対応するため、次の２つの配慮や工夫が必要です。

① モジュール学習

・モジュール学習を取り入れ、子どもの実態に応じて、１５分、３０分と集中する時間を

長くし、徐々に４５分の授業に慣れるようにします。

３ スタートカリキュラム編成の手順

各教科のねらいをより効果的に実現するために、単元または１コマの時間の中で、複数の

教科の目標や内容を組み合わせて、学習活動を展開する。

教科等別に指導するに当たって、各教科等の指導内容の関連を検討し、指導の時期や指導

の方法などについて相互の関連を考慮して指導する。

※ 編成に当たっては、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」（P5～P6参照）との関連

を考慮します。特に、入学当初においては、幼児期における遊びを通した総合的な学び

から他教科等における学習に円滑に移行し、主体的に自己を発揮しながら、より自覚的

な学びに向かうことが可能になるようにすることが大切です。

◆合科的な指導

◆関連的な指導

４ スタートカリキュラム作成上のポイント（配慮と工夫）



- 24 -

・学習内容や単元の特性だけでなく、子どもの実態、気候、行事等に応じて弾力的に時間を

設定することが大切です。

② 生活科を中心とした合科的な指導や関連的な指導

・生活科における単元の「ストーリー性」を重視し、子どもの思いや願いの実現に向けた

活動をゆったりとした時間の中で進めたり、生活科を中心とした合科的な指導や関連的

な指導を積極的に取り入れたりするようにします。

（２）授業の工夫

接続期は、人（担任、友達）との関係や周囲の環境が大きく変化します。幼児期に、認め

励まし、支えてくれた保育者の存在は大きく、児童期においても、それを引き継ぐよう、子

どもへのきめ細かな支援や指導が大切です。

① 専科教員、各支援員、学習ボランティアなどの活用

・学校の実情に応じて、専科教員、各支援員等が授業に入ることで、一人一人の子どもに

きめ細やかに対応します。

② 認め励まし、満足感や充実感をもたせる

・子どもたちができることを認めたり、励ましたりして満足感・充実感をもって学習でき

るようにしたり、自信をもたせたりします。自信をもつことで、子どもたちの「苦手な

ことにも挑戦しよう」という意欲を育てます。

③ 体験的な活動の重視

・体験的な活動、具体物操作や半具体物操作などを取り入れることで、児童にとってこれま

での経験を生かした分かりやすい授業になり、学習意欲の向上につながります。

（３）人間関係についての配慮

幼児は、様々な友達との関わりの中で多様な経験をし、よさを相互に認め合い、友達とは

違う自分のよさに気付き、自己を形成していきます。特に５歳児後半では、人との関わりが

急速に広がり、その中で関係が深まり、友達と協力して一つのことをやり遂げたり、トラブ

ルを体験したりしながら、折り合いを付けること等も学んでいきます。しかし、小学校入学

後は、同じ園からの友達が学級や学年にいない場合もあり、心細く感じている子どももいま

す。

① 学年から学級、グループ活動への移行

・学年合同やグループなどの活動を取り入れることで、親しい友達との関わりを軸に子ど

も同士の人間関係が広がります。

② 担任との良好な人間関係の構築

・小学校生活のスタートは、子どもたちが不安を感じがちです。教師による温かな対応を

はじめ、こまめに声をかけるなど、子どもとの信頼関係を築くことを心がけます。

（４）家庭や保育所・幼稚園等との連携

特別な配慮を必要とする児童や、学校生活への適応を図ることが難しい児童の実態がある

ことを受け、個人情報に配慮しながら、保・幼・小教職員相互の具体的な連携や家庭との連

携を図り、その課題と成果をスタートカリキュラムに生かしていくことが大切です。

① 子どもたちの育ちの課題や保護者の不安の把握

・児童の円滑な小学校生活への適応を図る上で、保護者による児童への支援が重要であり、

スタートカリキュラムの意義や具体的な指導について保護者に適宜説明します。入学式や
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懇談会の他、連絡帳や学級だよりなどで家庭との連携を図ります。

② 保幼小連絡会（情報交換会）の活用

・入学後、保幼小連絡会を開催します。保育所・幼稚園等の教職員に児童の様子を参観し

てもらい、スタートカリキュラムの成果と課題を把握します。その結果をカリキュラムの

修正や改善に生かします。

（５）きまりへの適応と安全への配慮

幼児期の教育では、教師・保育者や友達との集団生活を通して、体験を重ねながら規範意

識が形成されていきます。

① 集団生活のきまりやルール

・子どもたちが、友達と集団で生活しながら体験を通して、きまりやルールの必要性や大

切さなどを感じさせ、身に付けられるようにします。

② 安全指導の徹底

・きまりやルールは、命に関わる安全面に関するものを優先的に指導します。特に、登下

校では、子どもが自分の力で危険を予測し、安全に行動することが求められます。場面や

状況に即した安全な行動を具体的に教えます。また、地域の見守り隊の方にも協力をお願

いします。

（６）保育所や幼稚園等での経験や学びを生かす配慮

小学校教育では、これまでの学びがどのように育まれてきたのかを見通した教育課程の

編成・実施が求められます。

① 生活上必要な習慣や技能を身に付ける。

・入学までに子どもたちが経験したことや身に付けていることを生かすことで、学習への

意欲を高めることができます。

② 道徳性の芽生えから学びへ

・幼児期の道徳性の芽生えをより確かなものにしていくために、集団で仲良く過ごすため

には、葛藤の体験を振り返りながら、自己の発揮と自己抑制の調和のとれた自立性を育

てていくことが大切です。

（１）１年生の担任だけでなく、学校全体の取組とします。

（２）保幼小の連携・交流の成果を生かします。

（３）子どもの意欲・関心や、活動・人間関係の広がりに配慮します。

（４）ストーリー性が生まれるように、学習活動を組み合わせて展開します。

（５）子どもの育ちや幼児期の経験に応じた学び方をつくります。

（６）ＰＤＣＡのマネジメントサイクルに基づき、スタートカリキュラムの改善・充実を図りま

す。

５ スタートカリキュラム実施上の留意点
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■週案（例）
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★学校全体で育てよう！６年間の土台

７ スタートカリキュラムのマネジメント（ＰＤＣＡ）

１ 校内組織を立ち上げます。

２ 意義、考え方、ねらいなどを全教職員

で共通理解し、保護者（入学説明会）

で説明します。

３ 保育所・幼稚園・認定こども園への訪

問や意見交換、要録等から子どもの実

態をつかみ、指導や支援、子どもの良

さをつなぎます。

４ スタートカリキュラムを編成します。

〔留意点〕

・校内組織は、校長・教頭・教務主任・１

年生担任・生活主任・特別支援教育コー

ディネーター・養護教諭などで構成しま

す。

計画 Plan 【～3月】

１ 全教職員の協力体制を確立します。

２ 具体的・直接的な活動や体験を取り

入れるなど授業を工夫します。

３ 環境の構成を工夫し、児童の心の安

定を図ります。

〔留意点〕

・入学当初は、複数の教職員が１年生の

教室に入れるよう学校全体で調整しま

す。学校支援ボランティアや地域の方、

保護者と連携し、自然や文化等にふれ

る活動を取り入れます。

実施 Do 【4 月～5月】

１ 取組がねらいに沿っているか、子ど

もの姿で日々評価します。

２ 学年会などで、子どもの成長する姿

や指導方法について情報交換をしま

す。

〔留意点〕

・評価の視点として、①ねらいの達成状

況 ②指導法・環境の構成 ③児童の

姿 の３つの視点で検証・評価の結果

を行います。

※保育所・幼稚園・認定こども園の先

生方に参観していただき、子どもの

姿や指導の在り方について、気が付

いたことを話し合いましょう。

評価 Check 【4 月末～5 月】

１ 長期休業後の学校生活への適応に向

けて、夏休み明けの子どもへの指導に

改善点を生かします。

２ スタートカリキュラムの改善のため

に、週案などの資料をデータベース化

し、共有します。

３ スタートカリキュラムの評価・改善の

結果等を整理します。

〔留意点〕

・９月以降保幼小の連携・交流で、次年度

に向けて情報交換や意見交換を行うポ

イントを整理しておきます。

改善 Action 【7 月～8月】


